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自分を取り巻く様々な人・組織

地域に存在する人的資源

Ⅱ社会関係資本（社会学）

地域に存在する物的資源（都市空間・施設）

Ⅰ建築・都市計画

Ⅲ環境心理

Ⅳ参画型まちづくり

Ⅴこども環境

これらを施策展開するために必要な実践的・学際的視点

自分の潜在的テリトリー

私の研究領域と関連項目

企業経営
企業緑地

住宅地
マネジメント

公園緑地
マネジメント

子育て支援施設等
のまちでの在り方

高齢期妊娠期 就労者



これからの子育ては
私的領域から公的領域で行う時代 でも…

子どもを育む環境としての
都市計画・まちづくりの課題

“現代版群れた地域コミュニティをつくる”
そのためのまちづくりの課題を理解する
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１．家族の変容（核家族化、夫婦共働き等）に伴い
「地域社会で群れてまねる子育ち（vs子育て）」を
どう捉えるかの観点が不足している

①男女の役割を分担推進する住宅地開発（住宅政策）から、
男女が共に働き群れた暮らしをするための居住政策へ

②子ども達が集団で過ごすという場の多様化とゆるやかなつくり込み
・遊び相手が見つけられない、他者とふれあう機会が減っている子ども達
にとっては、そのような設え（例：単目的施設から複合目的施設）の必
要性が高まる。
・限られた地域資源の中で施設とその環境を、誰がどのように 企画、管
理、活用していくかといった地域での『エリアマネジメント』 の観点に、
子どもの主体性の構築も必要。
→空き家・空きビル、空き教室、公園、道、公開空地等の“まち”のシェア

子どもの育ちを軸に、そしてライフスタイルにあった、
個人－家庭－地域－仕事ーケアのバランスがとれた
「生活者」でいられ続けるまちづくり

→住む－働く－暮らす－互助の場の再想定



３．胎児期～特に就学前の子ども達が集積する場が複雑化
子育てを支援する福祉サービスの場としての視点が強く
「これからそこに育っていく子どもが集う場」と視る
子育ちを支援する視点が決定的に欠如

２．“地域”で子育てすると謳われてはいるものの･･･
受け手となる“地域”ってどこの誰？私のこと？
その当時者性は不明瞭でわかりにくい

４．子どもで客体ではなく主体として捉える視点の欠如
学童期後半～中学生・高校生にとっての

主体的な居場所となる空間も不足
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胎児期から成人にかけてのライフステージにおける子どもの施設インフラ

胎児期 ０歳 1歳 ２歳 ３歳 ４歳 ５歳 ６歳 学童期前半 学童期後半 中学生 高校生 成人へ

産科・産院・
助産院

その他（認可
外）

親子で一緒に
過ごす場

子どもだけで
過ごす場

子育て支援事
業

教育・保育施
設等

●地域子育て支援拠点 ●つどいの広場

◎子育てサロン 〇児童館のキッズコーナー等

●一時預かり事業 ●ファミリーサポートセンター（子育てサポートシステム）

●保育所

●認定こども園

●地域型保育事業（家庭的保育・小規模保

育・事業所内保育・居宅訪問型保育）

●幼稚園

●預かり保育

●地方自治体独自の基準による保育施設（東京都認証保育所、横浜市保育施設等）

●企業主導型保育事業 ●その他の認可外保育施設

●プレママ・

プレパパ教室

等

●小学校・中学校（義務教育）

●放課後クラブ

●学童保育

●児童館

●高等学校



日本学術会議 提言「我が国の子どもの成育環境の改善にむけて

－成育空間の課題と提言2020－」

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-
t297-5.pdf 7

http://www.scj.go.jp/ja/info/kohyo/pdf/kohyo-24-t297-5.pdf
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現代の子育ち環境の変化の理解

子どもの育ち、親の育ちには
“群れ”と“まね”が欠かせない

子どもってまちのどこで育つ？
出会う？遊ぶ？
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『運動の敏感期』の乳幼児との外出

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より



『運動の敏感期』の乳幼児との外出

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

• 6か月～4歳半頃の『運動の敏感期』の子どもにとって、「歩く」ことは
生活に必要な運動能力を獲得するのに大切な行為

• 近くにあるから利用する場所×遠くにあっても利用したい場の存在

• 親子にとっての「身近さ」はおおよそ時間にして5～7分、距離にして
250～300ｍ程度（『乳幼児生活圏』）と意外に狭い

乳幼児の歩く速さは
身長(m)と同じくらいの秒速

身長80ｃｍの子どもの歩く速さは
0.8m/s＝48m/m

※一般的な大人場合は80m/m



〇6か月～4歳半頃の『運動の敏感期』の子どもの外出は、
歩くことを移動手段として考えず、「歩くために歩く」の実践期と捉える

●出産直後はどんな人でも行動圏が狭まり、行く場所も画一的になる
●近くの同じ公園や商業施設のみに行っている人ほど

近所づきあいが薄くなる傾向
●自分が居住している地域を知らない・知れないこと（例：里帰り出産）は

その地域での子育てに不安を感じやすい
○遊び場の多い小学校区に住む母親ほど産後うつになりにくい
○合計特殊出生率とまちの自然や緑、身近の集いや地域交流の場には

相関関係がある?!
○周辺に知り合いや多様な居場所を持っている人ほど定住志向がある

○ソーシャルサポート決定打は「情緒的サポート」！
○地域に子どもを預けられる人がいることは、

子育て不安を抑え、メンタルヘルスを良好にする可能性も

●保護者も不安な小1の壁、小４の壁：放課後の子ども達をどう考える?!
○多様な遊び・多様な遊び場所を持っている子どもほど幸福感が高い。



◎子どもと親の育ちに「群れ」と「まね」は欠かせない。
その状況をどう「まち」に創り出すのか。

◎子どもの育ち、保護者自身の安心醸成にとって
大事な「まち」との関わりを
どの段階で理解するか。理解してもらうか。どう伝えるか

◎乳幼児生活圏（300m生活圏）という身近な地域コミュニ
ティの中で集いや出会い(「群れる」)の環境をどうつくるか

◎場所だけあってもダメ。その場所につなげる包括的な仕組
みと総合的なマネジメント体制も必要。

◎なにより、他人の子どもの存在、
そして子どもの主体性を意識する大人をどう増やすか。
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『まち保育』

子どもの育ちに“まち”を開き
子どもとともに“まち”が育つ…

子どもと保護者の育ちを
血縁関係でだけでなく
地域社会で共有するため
多様な主体を巻き込みながら
地域資源を活用した
まちとの関り方を促す手法論
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「まち保育」は、子どもたちの生活を
より豊かにするものです。

それは、保育施設・教育施設の
園外活動だけを指すのではありません。

まちにあるさまざまな資源を保育に活用し、
まちでの出会いをどんどんつないで

関係性を広げていくこと、
そして、子どもを囲い込まず、

場や機会を開き、
身近な地域社会と一緒になって、

まちで子どもが育っていく土壌づくりをすることを
私たちは「まち保育」と呼んでいます。

子育て支援の場においても、
家庭生活においても、

また地域の活動においても、
「子どもがまちで育つ」視点を

大切にしてほしいと考えています。 出典：

『まち保育のススメ

－おさんぽ・多世代交流 ・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より

「保育」

乳幼児を適切な環境のもとで健康・安
全で安定感をもって活動できるように
養護するとともに、その心身を健全に
発達するように教育すること



出典：『まち保育のススメ －おさんぽ・多世代交流 ・地域交流・防災・まちづくり』 2017年5月5日発刊（萌文社）より

まち保育
の
実践例



“まち保育”の実践からみえたコミュニティデザイン、参加のデザイン要素

（１）まちで育てる
①保育施設がまちをフル活用する必然性の理解
②まちとの仲介ツールとして「日常のお散歩活動」へ注目

→子ども達自らが自分たちのまちを評価する「参加」の仕組みとしても機能

（２）まちで育つ
①同じまち（範囲）を違った視点でなんども歩くことの意義

→お散歩ワークショップを軸に地域の「組織」と「活動」が繋げる
②媒体を通じた活動の見える化

（３）まちが育てる
①関わった人たちにお願いする－受け入れることで増えていくコミュニティファン
②まちに暮らすたくさんの人と顔見知りになっていく現場の安心感
③保育施設が「住民」として地域に受け入れられ連携する体制へ

（４）まちが育つ
①まちなかでの双方向の関係をより培う

→楽しませてくれているまちへの感謝、感謝されて気づく自分のまちへの働きかけ
②継続することで子どもと関わりない人々に「子ども」の価値に気付く人が増える

→「どこかの子」でなく「わがまちの子」という発言→“明瞭な”当事者性への育み
③地域まちづくりに子どもの視点を組み込むことで子どもも大人も変化する

まち保育の４つのステージと多様な主体性の育み



まち保育の４つのステージが実現されるための

まちのマネジメントの観点
セミパブリックを豊かに開く視点－点から線、線から面へ

◆まち保育のきっかけをつくる「点」のつくり込みの工夫：
空き空間を活用する
“すき間”と“境界”のデザインの工夫
居住者ニーズと地域をつなぐ設えと参加のデザイン
弱い専門性の“人”の集積と弱い専門性の“場”の創出
非公開緑地（企業緑地）の活用への着目

◆まち保育が滲み出す点を「線」で結び繋げる仕掛け：
まち保育には欠かせない“道”という空間を改めて見直す
まち保育に欠かせない地域資源の存在を軸に“あえて”立地

◆まち保育を「面」に広げて行く戦略：
“まち”がマネジメントも込みで戦略的に施設を誘致する
計画住宅地の生活圏にまち保育マインドの“タネ”を

子育ちを主軸にまちづくりの担い手を増やす仕組みづくりへ
◆まちをフル活用することの多様な効果を伝える
◆子育ち施設などの地域貢献的側面を「見える化」し評価する
地域と施設をつなぐ仲介役（コーディネーター）の専門性・職能



乳幼児生活圏は互助生活圏
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現代版群れた子育ちが実現できる

まちづくりのために

＜参考事例＞



広場コア部分：開催中（月・水・木・金・土 9時30分～16時）

は常に占有。（つどいの広場整備区画40.68㎡部分）

物品保管・事務室兼ねて占有（約60㎡）

広場導入部分：開催中は受付・広場誘導エリアとして占有
。

（約21㎡）

●広場スタッフ（開催時は常駐）

〇応援スタッフ

△専門アドバイザー

●スタッフ

●受付・誘導
スタッフ

〇事務・相談

△〇子育ち応援講座
親子休憩スペース

外部講師等による子育ち応援講座を開催する日（月10日
程度）は占有。また親子連れが昼食を採るために11－13

時は優先利用。その他の時は広場利用者以外も可となり
、広場への誘導や止まり木機能として活用。（約74㎡）

●スタッフ

入口

入口

エリアマネジメント組織による親と子のつどいの広場の運営

腰壁による区画



並木ラボ

1960年代後半横浜市六大事業のひとつと
して横浜市金沢区埋立地に造成された住
宅団地
産業団地：企業の撤退や業種業態の変化
住宅団地：高齢化・人口減少・都市ストック
（基盤、建築物等）の老朽化
今日的な住環境改善の必要性
（ユニバーサルデザイン化等）

地区外での認知度・知名度の低さ

多分野・地区間の連携
担い手発掘

職住近接地区の実現
地域ブランディング

多文化共生 等の必要性

■金沢シーサイドタウンと並木ラボ





【子育ち】 子どもが豊かに育つことができる環境や状況をつくり、
それによっておとなや街もともに育つこと

【いきいき】高齢者やマイノリティのある人がいきいきと生活でき、
すべての人がここで生活していきたいと思えるようになること

【住まい】 時代やライフスタイル、ライフステージの変化に応じて、
適切かつ豊かな住まいに住み続けられること

【場づくり】公園や緑地、プレイロット、地域拠点など、
公共や共有の空間の魅力を向上させ、
人々がつながれる場所としていくこと

【つながり】地域内外の情報の交流を進めて人や活動が知り合い、
相互につながり発展することで、
まちのアイデンティティとブランドを育むこと

■（一社）金沢STあしたタウン ５つの重点プロジェクト

みんなであした世代を応援する並木の実現

そのためのリアル拠点として「並木ラボ」を運営



タウンニュース 2021年11月11日 https://www.townnews.co.jp/0110/2021/11/11/599325.html

ゆるい支援のアウトリーチ／
公園や広場を巡る遊びや出会いの創出



産経新聞

『プレーリヤカー・プレーカーであそぼう！』
世田谷区ホームページ
https://www.city.setagaya.lg.jp/mokuji/kodomo
/002/003/d00139508.html
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出典：木下勇氏より

一般社団法人TOKYO PLAY
『とうきょうご近所みちあそび』
https://playbourhood.tokyoplay.jp/

“道”という空間を改めて見直す



●「生まれる前から青少年期までの子どもを育てる世代を中核としながら、持続可能で多世代が
住みやすい地域」を実現する、まちづくり開発へのコンセプト

（グレーシア横浜 十日市場／横浜市緑区十日市場センター地区 22 街区）
https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/kenchiku/2022/0301_jutakukansei.files/20230301_jutakukansei.pdf

まち保育をコンセプトにした住宅地マネジメント

https://www.city.yokohama.lg.jp/city-info/koho-kocho/press/kenchiku/2022/0301_jutakukansei.files/20230301_jutakukansei.pdf


●2021年度より住友緑化(株) との協働事業
『「企業緑地を活用したまち保育的環境学習の可能性についての実践研究』。

閉ざされた企業緑地のみどり資源を活用した環境学習プログラム化を図り、緑地のみどり価値見える化と、地域との共生を
目指す企業の伴走支援を実施中。

企業緑地の価値転換への挑戦



妊娠期からまちを知る“お産歩”講座



●子育てと地域づくりを掛け合わせた「まち保育」の実践を目指す
企業主導型保育施設の開設・運営（加古川市・ＮＰＯ法人シミンズシーズ かわのまち保育園

https://greenz.jp/2022/05/31/npo_seeds_kawanomachihoiku/ ）

まち保育を軸にした保育事業の展開

https://kakogawa.keizai.b
iz/headline/1075/ ▲

https://greenz.jp/2022/05/31/npo_seeds_kawanomachihoiku/


群れ集うための“すき間”と“境界”のデザインの工夫

その余剰空間の価値への理解

出典：『まち保育のススメ－おさんぽ・多世代交流・地域交流・防災・まちづくり』

2017年5月5日発刊（萌文社）より
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コミュニティコーディネーターとは？
まちの保育園・こども園から生まれた
地域と人々をつなぐ職業

https://tailorworks.com/column/05/

地域と保育施設をつなぐ専門的人材の配置

34

https://tailorworks.com/column/05/


●2019年度より横浜市神奈川区こども家庭支援課との協働事業
『「まち保育」の観点から取り組む保育・教育施設の共助構築に向けた検討・実践』

横浜市神奈川区内全幼保施設（約１３０施設）向けに、
①「まち保育を通した保育・教育施設の地域連携の在り方勉強会」 と「共助力強化ワークショップ」を研修方式で開催。
②区内の複数の幼保育施設へは共助力を高めるための伴走支援も実施。
③事業の集大成として、２０２０年度には防災教材（まち保育✕防災・減災絵合わせカード「てくてくまっち」）を開発・提供。

▲https://www.townnews.co.jp/0117/2019/10/31/503961.html
https://www.kanaloco.jp/news/social/entry-208076.html▲

▲講座とワークショップの様子

防災・減災の共助力増強に向けて取り組み


